
照明探偵団通信
vol. 147 Shomei Tanteidan Tsu-shin

■こどもワークショップ

　夜の佃島に眠る『宝』を光で呼び起せ！

　2026.03.20

　瀬川 佐知子 + 黄 思濛

　+ 野村 桃江 + 東 悟子

■第 78 回街歩き : 新宿

　光のレイヤーで紐解く、

　新宿の過去・現在・未来

　2026.03.05

　坂口真一 + 發田隆治 + 俵田明

■第 75 回サロン : 新宿街歩きレビュー

　2026.03.19

　東 悟子 

毎日６回上映されている都庁のプロジェクションマッピング
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桜には少し早かった 3 月 20 日に、2025 年度

のこどもワークショップを開催しました。この

企画は毎年開催しており、こども達が「光」をテー

マに街を探検したり、ものをつくったりして、

光の持つ力や影響について学ぶ体験型プログラ

ムです。こども達は暗くなってから外を歩くこ

とがまだ少ないため、普段何気なく見ている風

景も夜になると違う姿になったり、光の当て方

一つで印象が大きく変わることを体験し、街の

中の光の関係について考えるきっかけづくりを

目的としています。

今回は LPA 事務所のある佃島を舞台に、「光の

英雄と犯罪者」は存在するのか、また夜の闇に

沈んでしまっているランドマークを探し出し、

光を当てることで新たな魅力を引き出す「夜の

宝」の発見にも取り組みました。こども達は歩

きながら街を観察し、どんなものをどのように

光を当てたら面白いかを実際に照らして確かめ

たり、写真を撮って記録に残したりしました。

佃島は、徳川家康が大阪から呼び寄せた漁師た

ちによって築かれた歴史ある島であり、現在は

江戸の面影と高層マンションが共存するエリア

です。隅田川沿いの桜並木や、江戸時代の風情

を残す佃小橋や佃堀、家康を祀る住吉神社と、

それらと対比するように立ち並ぶ高層ビル群な

ど、古き良き下町と現代的な景観が凝縮されて

います。そんな魅力が詰まったエリアでのこど

もワークショップ。こども達がどんな光の英雄

と犯罪者、夜のランドマークを探し当ててくれ

るのか、とても興味深いワークショップとなり

ました。　　　　　　　　　　　　（瀬川佐知子）

当 日 は 5 歳 か ら 12 歳 ま で の こ ど も 達 16

名 が 参 加。 ま ず は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を

行 い、 照 明 デ ザ イ ナ ー は ど ん な こ と を す

る人たちか、照明探偵団は何者か、その活

動内容を解説。その後にワークショップの

流れを説明しました。あわせて、光の当て

方によって見え方がどのように変わるのか

を実際に体験してもらい、光の面白さを感

じ て も ら う と こ ろ か ら ス タ ー ト し ま し た。 

その後、まだ外が明るいうちにライトアッ

プ の 対 象 と な る 場 所 を 下 見 し ま し た。 ど

こ を ど の よ う に 照 ら す と 魅 力 的 に 見 え る

か を 考 え な が ら 歩 く こ と で、 そ れ ぞ れ

の 中 に イ メ ー ジ を 膨 ら ま せ て い き ま す。 

スタジオに戻ると、早速デザインスケッチの作

成に着手。白黒印刷された対象物に色鉛筆でラ

イトアッププランを書き込んでいきます。実

際の照明デザイナーの手描きスケッチを参考

にしながら、「どこに」「どんな色の光を」「ど

う当てるか」を考え、まるでプロになったか

のように真剣に図面を描いていきます。周り

の子のアイデアも気にしながら、それぞれが

３月の春休み前の３連休初日に、こどもワークショップを開

催。今回はLPAオフィスのある佃島で光の英雄と犯罪者、そし

て夜の闇に隠れている宝物を探しに、こども達と街歩き＆ライ

トアップ実験を行いました。

照明探偵団とは何かを紹介

ワークショップチラシ

16 名のこども達に参加いただきました。

ライトアップの効果の違いを解説

夜の佃島に眠る『宝』を光で呼び起せ！

こどもワークショップ

2026.03.20  瀬川 佐知子 + 黄 思濛 + 野村 桃江 + 東 悟子 
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個性あふれるプランを仕上げていきました。 

そうしているうちに外はすっかり暗くなり、

いよいよ自分たちの考えた案を実際に試す時

間です。今回のライトアップ対象の中で特

に人気だったのは住吉神社でした。並ぶ提

灯や狛犬、本殿、さらに隣接するレンガ造

りの蔵など、魅力的な要素が多く、さまざ

まな光の演出に挑戦することができました。 

こども達はカラーフィルターで光の色を変えた

り、懐中電灯のズーム機能を調整したりと工夫

を重ね、時には数人で協力して一つの作品をつ

くる姿も見られました。

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 学 ん だ「 光 の 英 雄 」

と「光の犯罪者」の考え方もよく理解して

おり、「これはきれいだから英雄だね」「で

も 私 は あ ま り 好 き じ ゃ な い か も 」 と い っ

た意見交換も自然に生まれていました。　 

約 30 分間のライトアップを終えた後はスタジ

オに戻り、お弁当を囲みながら、それぞれが

見つけた「英雄」と「犯罪者」を発表しまし

た。幼稚園児から小学校高学年まで幅広い年齢

のこども達が参加していましたが、光に対する

感じ方には大きな違いは見られず、神社入口に

あった眩しい街路灯が多くの子どもたちから

「犯罪者」として挙げられたのが印象的でした。 

今回が初参加の子どもたちも、継続して参加し

ている照明探偵団 Jr. のメンバーも、それぞれ

に光への理解を深めることができた一日となり

ました。光を「見る」だけでなく、「考える」体

験を通して、これからの視点の広がりが期待さ

れます。　　　　　　　　　　　　　（黄 思濛）

１年に１回は開催しているこどもワークショッ

プももうすぐ 20 回を数えます。暗闇体験、夜

景スケッチ大会、行灯作成、夜の街歩きと様々

なプログラムを日本だけでなく、台湾、香港、

シンガポール、ドイツのこども達と行ってきま

した。

今後も引き続き照明やあかり、暗さに対しての

感度が高まるよう、こどもワークショップを継

続していきたいと思います。（東悟子）

こども達は各々強力な懐中電灯とカラーフィルターを持ちライトアップ実験　暗闇に埋もれている宝物を探します

思い思いの場所をライトアップするこども達ライトアッププランを検討中

光の英雄と犯罪者も探してきました

狛犬のライトアップが人気いつも照らされていない鳥居を照らすと圧倒的な存在感に
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2025 年度最後の街歩きは日本最大のターミナ

ル駅新宿。人でごった返した金曜日夜の開催と

なりました。広い新宿を、西口歌舞伎町周辺、

都庁周辺、南口～西口と 3 つのエリアに分け、

街歩き。人を呼び込むたくさんの光を発見した

会となりました。

■ 1 班：新宿駅西口エリア

１班は、巨大ターミナルである新宿のおもに歌

舞伎町を中心に、この街をよく知る照明デザイ

ナーの角舘政英さんご案内のもと、都市を形作

る「光」のあり方を観察しました。

犯罪者はやっぱり歩行者の目に直接入る眩しさ

（グレア）を放つ街灯照明です。不必要に明る

すぎる看板や、光源がむき出しの無機質な投光

器も見受けられました。明るすぎる看板ですが、

新宿歌舞伎町という街ではこれもステータスで

これがないと歌舞伎町という感じがしないのか

もしれません。逆に看板がついていないと寂し

く感じます。

こんなギラギラした街にも英雄が！新宿区役所

の光の原点であるようなガス灯？ゴールデン街

のある意味落ち着いた昭和感残る雰囲気、ちょっ

と照らされているゴジラの爪も私は英雄に感じ

ました・・。ゴジラの爪が街を照らしている！！

新宿は、商業的な喧騒と洗練された都市計画が

混在し様々な光の表情がみられる街です。

良い照明とは「すべてを明るく見せること」で

はなく、必要な場所に適切な質と量の光を配置

することだと改めて感じた気がします。

ギラギラしたザ・歌舞伎町という通り、神社周辺、

ゴールデン街、それぞれ個性をもった光があり

ます。新宿は駅周辺の開発がこれからますます

進み、数年後に街歩きをするとまた違った表情

が見れるのではと思います。　（坂口真一）

■ 2 班：東京都庁周辺

2 班は新宿都庁から調査を開始し、都庁広場で

プロジェクションマッピングを鑑賞しました。

見上げの角度では都庁内の照明と重なり視認性

が低下するため、少し離れて見る方が良いとい

う意見がありました。その後、新宿 NS ビルの

アトリウム空間へ移動。この建物は 1982 年に

竣工し、2011 年に照明改修されています。建

築照明として学ぶことの多かった竣工当時の光

は今はもう見ることができないのが残念です。

現在の EV ホールの内照照明は輝度が高く、強

いまぶしさを感じる点が課題として挙げられま

した。

都庁から新宿中央公園へ向かう横断通路では、

門構え上部が照らされ、周囲のビル群と調和し

た落ち着いた光環境が形成されていました。公

園内の SHUKNOVA では照明の統制が取れ、

空間に統一感があり来訪者を引き込む魅力があ

りました。施設内のスターバックスでは、ライ

ティングトラックとスポットライトにより、明

新宿という街が持つ、多様な顔（超高層ビルの近未来感、歴史

ある神社の静寂、昭和の面影を残す路地裏）を、照明環境の観

点から観察・比較。同じ「夜の新宿」でありながら、エリアご

とに異なる「光の密度」と「色彩」が、都市のアイデンティテ

ィをいかに形成しているかを体感します。

新宿中央公園へ向かう横断通路

花園神社入口　投光器の強烈な光が訪問者を照らす ゴジラの爪も光を受けて輝いている

照明デザイナー角舘さんの解説を聞きながらの街歩き

静かに灯る区役所のガス灯 ゴールデン街歌舞伎町入り口　袖看板が人々を迎え入れる

都庁プロジェクションマッピング

新宿 NS ビル（現在）

光のレイヤーで紐解く、新宿の過去・現在・未来

第 78 回街歩き : 新宿

2026.03.05  坂口真一 + 發田隆治 + 俵田明 
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るさと居心地の良さが両立されていました。

新宿アイランドでは、光の塔の柔らかく優しい

光と水面への反射が印象的でした。一方、パティ

オは LED 化により光が中央に印象的に集めら

れていた以前とは異なる雰囲気となっていまし

た。今回の調査は建築照明の継承について考え

る有意義な機会となりました。（發田隆治）

■ 3 班：新宿南口～西口

新宿の夜を歩いた記録として、見たままを素直

に記します。我々第 3 班は新南口のサザンテラ

スからスタートし、駅南東、旧アルタ前を通過。

そして線路下をくぐって思い出横丁、西口側へ

と巡りました。新南口の光は陰影を保ちながら

人を迎え入れ、ベンチ下やデッキ上では 3 〜 4 

lx 程度の柔らかな暗さが足元に溜まり、安心と

静けさを同時に感じさせます。

高島屋東側軒下の通りは 4000K の統一感の下

で 300 ～ 500 lx でも店舗や買い物客の表情

を明瞭に浮かび上がらせていました。

南東ガード下は過去の湿った薄暗さから一変し

てあか抜け、光の良き仕業による安心感がそこ

にはあり、ドンキ前は LED ディスプレイの影

響で 810 lx / 7111 K、鋭く青白い輝きが目

を射るようで、周囲の色を奪ってしまいます。

武蔵野通りでは 270 lx / 3096 K の落ち着い

た暖色が、ビル壁の質感を柔らかく照らし、歩

行者の影を長く引き伸ばしていました。ヨドバ

シカメラ軒下は 1011 lx、店内は 2355 lx と

圧倒的な明るさで、旧アルタ方面の暗部 30 lx

と強い対比が見られました。

思い出横丁は 991 lx / 3072 K、昭和レトロ

な暖色が木造の壁や暖簾を包み込み、光が和や

かさを演出。ただ、横丁から出たとたんに松屋

前の強い光が一瞬にして我々を現実へ引き戻し

てしまいました。

西口歩道橋上に上がると、小田急 HALC の壁

面にあたるアップライトが新宿らしく、賑やか

で騒がしい雰囲気を作り出すと共に、新宿西口

のランドマークの役を果たしているよう。また

ビックカメラの赤、小田急の青が高彩度で空間

に深みを与えていました。

色温度の適度な混在、局所的なグレア、温かな

提灯や不揃いな電球の共存──これらはこの街

新宿の現在の生の光環境であり、良いものも、

改善の余地も、すべてが新宿の今の夜の表情と

してそこにありました。　　　　　　（俵田明）

エキサイティングな光、我こそはと競うように

光の量を足していっているギラギラした光、昭

和感残る懐かしい光、人々がくつろげるよう配

慮された穏やかな公園やカフェのあかり、新宿

にはありとあらゆる光の現象を見ることができ

ました。この様々な夜の表情が観光客を呼び寄

せる新宿の魅力の一つにつながっているのかも

しれません。

今後も駅周辺の開発が進み 5 年後、10 年後に

は全く違う表情になっているかと思います。探

偵団も今後も新宿の夜のウォッチャーとなっ

て、調査し続けたいと思います。　　　（東悟子）

南東ガード下　安心感のある空間

ヨドバシカメラ軒下　圧倒的な明るさ

小田急 HALC の壁面照明　新宿西口のランドマークに

街歩き後の懇親会では、それぞれの班から英雄と犯罪者が発表される

SHUKNOVA のスターバックス 高島屋背景に卒業を祝う高校生　新宿夜景が映えスポットに

新宿アイランドの光の塔

思い出横町の、昭和レトロなあかり
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新宿街歩きの報告会を LPA オフィスで開催し

ました。新宿街歩きは東口の歌舞伎町を中心に

歩いた１班、都庁を中心に歩いた２班、南口か

ら東口を通って西口のんべい横丁と広範囲を歩

いた３班と３つの班に分かれて行いました。レ

ビューではエリアごとの光の特徴が報告されま

した。

歌舞伎町・新宿三丁目エリアを巡った 1 班は歌

舞伎町一番街や東急歌舞伎町タワーなど「目立

ちたい」という欲求が溢れるネオンやサインを

観察。サインで十分明るい中、さらにまぶしい

街灯や LED のぎらぎら感の強い照明は「犯罪者」

と指摘されました。また、周囲が明るすぎるた

めか逆にかなり暗く感じる歌舞伎町公園が、街

に緩急を与えている点にも言及されました。 

一方で、花園神社は喧騒から逃れる避難所のよ

うに明るさが抑えられ、レトロな伊勢丹の光と

ともに、街の静的なレイヤーを感じさせました。

ゴールデン街の怪しげな光や思い出横丁の提灯

は、思わずカメラを構えたくなる「英雄」とし

て高く評価されました。

2 班は都庁広場から NS ビル、新宿中央公園周

辺の光環境を報告。都庁のプロジェクションマッ

ピングは高層ビル街のアクセント（英雄）とさ

れた一方、残業者の窓の光があればもっと良

いという声や逆にその光が邪魔になっている、

ショーが業務への支障（犯罪者）になっている

のではないかという懸念も聞かれました。

NS ビルでは、EV ホールやブリッジ下面の高輝

度な白色 LED が痛いほどまぶしく、色温度の

バラツキとともに犯罪者とされました。さらに、

改修工事でウォールウォッシャーからダウンラ

イトに変更された点も残念だとの声が多く聞か

れました。 

対照的に、新宿中央公園への横断通路の落ち着

いた電球色や、カフェ（SHUKNOVA）の居心

地の良い照明は、仕事疲れを癒やす英雄とされ

ました。新宿アイランドではパティオの優しい

光が評価されたものの、初期の光の演出が失わ

れスポットライトがグレアを生んでいる現状が

惜しまれました。

3 班からは新宿駅周辺の報告。南口周辺では、

昔から変わらない光のグラデーションの美しさ

が英雄として再評価されました。一方、大型家

電量販店やドン・キホーテの巨大 LED ディス

プレイは「痛いほど眩しい」「暴力的」な犯罪者

として厳しく指摘されました。特に、昔ながら

の思い出横丁の非常に優しく魅力的な光を体験

した直後に浴びる巨大ディスプレイの現代的で

支配的な光は、「あまりにも暴力的」だと表現さ

れました。

また、夜空にひときわ目立つ NTT ドコモ代々

2026年3月6日に開催された照明探偵団の「新宿街歩き」を受

け、1班から3班までの参加者が新宿の照明環境（光の英雄と犯

罪者）について発表を行うサロンが開催されました。今回の街

歩きのテーマは「光のレイヤーで紐解く、新宿の過去・現在・

未来」であり、エリアごとに異なる光の密度と色彩が、新宿の

アイデンティティをいかに形成しているかが考察されました。

木ビルのカラフルな光が、周辺のビル群に映り

込んでいる様子も新宿ならではの風景として切

り取られていました。

今回はプロジェクションマッピングの制作の仕

事をされている繁竹雄志さんにプロジェクショ

ンマッピングの歴史や進化などの解説もしてい

ただきました。

各班の発表を通じ、商業主義的な過剰な光（犯

罪者）と、路地裏や神社の静寂、公園の落ち着

いた憩いの光（英雄）が混在する新宿の多面性

が明確に浮き彫りになりました。高層ビル群か

ら昭和の面影を残す路地裏まで、より快適に過

ごせる照明環境のあり方を考えさせられる、非

常に充実したサロンのレポートとなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（東悟子）

LPA オフィスでお弁当を食べながらのサロン

今回地図上に写真を投稿していくアプリを初めて試してみました。街歩き時に参加
者に投稿してもらった写真をそのまま報告会にも転用できるすぐれもの

繁竹さんからプロジェクションマッピングの解説を聞く

第 75 回サロン : 新宿街歩きレビュー

2026.03.19 東 悟子 



ルートロンアスカ株式会社

大和リース株式会社

ウシオライティング株式会社　

岩崎電気株式会社

スタンレー電気株式会社

株式会社 Luci　

株式会社遠藤照明　

カラーキネティクス ･ ジャパン株式会社

パナソニック株式会社

ERCO / ライトアンドリヒト株式会社

大光電機株式会社

株式会社 Modulex　

エイテックス株式会社

東芝ライテック株式会社

コイズミ照明株式会社

株式会社ネオ ・ ストラクト

シグニファイジャパン合同会社

湘南工作販売株式会社

トキ ・ コーポレーション株式会社

株式会社レイオス

DN ライティング株式会社　

株式会社 YAMAGIWA

山田照明株式会社　

ルイスポールセン　ジャパン株式会社

三菱電機照明株式会社

株式会社　FEELUX JAPAN

日亜化学工業株式会社

ナカ工業株式会社
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